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１　問題
　特別活動は集団や社会の形成者としての見方・考え
方を働かせ，様々な集団活動に自主的，実践的に取り
組み，互いのよさや可能性を発揮しながら集団や自
己の生活上の課題を解決することを通して資質・能力
を育むことを目指す教育活動である１）。今回の改訂で
は，学級活動における自発的，自治的な活動を中心と
して学級経営の充実を図ることが明記されたこと，
「主体的，対話的で深い学び」の実現を図ることがポ
イントの一つとされている。前者では教師と児童との
信頼関係や児童相互の良好な人間関係を育てること，
いじめの未然防止等を含めた生徒指導との関連を図る
ことが求められ，後者では集団における課題を主体的
に見いだし，対話や交流を通して考えを発展させ，課
題の設定から振り返りまでの一連の活動を繰り返す実
践が求められている。
　こうした対人関係スキルや問題解決スキルの育成
プログラムの一つに，古屋ら２），３）の心理教育的集団
リーダーシップ訓練がある。これは心理教育的集団
のリーダーとしての教師モデルをベースに，教師に
求められる資質を育成するための訓練プログラムであ
り，筆者らも学部や教職大学院の授業にその一部を取
り入れた指導を行ってきた４）。特に教職大学院では，
授業で行った対話型アプローチ５）のうち，ワールドカ
フェ６）を学校現場での実践に取り入れ，校内研修７），８）
や生徒対象の授業９）10）に活用した例が報告されてい
る。特に生徒対象の授業での実践例は，本来は教員養
成を目的としたプログラムであるものを，学校の授業
でも行える可能性を示唆するものであり，特別活動に
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求められる児童生徒の対人関係スキルや問題解決スキ
ルを育成するプログラムの一つとして活用できること
が予想される。
　しかしながら，こうした実践はまだ報告例が少な
く，実践報告の蓄積が求められていると言える。そこ
で本報告では，小学校と中学校において，それぞれ学
級活動のなかでリーダーシップ訓練プログラムを取り
入れた事例を報告することとした。小学校の事例で
は，第４学年の学級を対象として，高学年として学校
生活の中心となって活動してく上で必要な力を養うこ
とを目的として，集団による課題解決（グループワー
ク）を行った。中学校の事例では，第１学年の学級を
対象として，自他を互いに尊重し自分のクラスの課題
を解決するため協力し話し合う力を養うことを目的と
して，計８回の話し合い活動を行った。本報告ではこ
のうち，集団による課題解決（グループワーク）と，
ワールドカフェ形式の話し合いを取り上げる。
２　実践事例１
２．１　対象
　Ａ小学校（第２著者の所属とは異なる）。４学年の
１学級32名（男子17名，女子15名）。中核都市郊外の
小規模校である。
２．２　時期
　2017年10月～2018年１月
図１　課題シート（情報紙）
過程 児童の活動 時間
支援及び留意点
評価項目（評価の観点）【評価方法】
導入
◯アイスブレーキングを行う。
・「バースデー・ライン」
・バースデーラインから班編制を行う。
　（一班４人、５人の班編制）
７分 ・他者との交流を通して、本時の活動に入りやすく
する。
展開
◯本時の活動のめあてと概要を知る。
【めあて】高学年になるために大切なことを見
つけよう。
２分 ・今まで高学年の先輩たちにしてもらって嬉しかっ
たことや助けてもらったことをふり返らせ、高学
年に進学することへの意識づけを行う。
◯活動の準備と課題の説明を聞く。
【ルール】
①互いのカードの情報をもとにしてグループ
で相談しながら動物カードを動かし、白地
図を完成させる。
②カードは自分のものしか見てはいけない。
③他の人へは口頭で情報を伝える。
④秘密の指令を意識して話合いを行う。
⑤白地図にメモしても構わない。
◯班で相談しながら白地図課題に取り組む。
◯白地図の正解を知る。
18分 ・ルールを掲示し、グループでルールを守った話合
いができるようにする。
・完成をグループ間で競い合うことが目的ではな
く、話合いを行う活動自体が目的であることを伝
える。
・協力しながら活動に参加できているか机間指導し
ながら適宜、支援していく。
図２　小学校学級活動における実践例の指導案
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２．３　方法
　授業「特別活動指導の課題と実践Ⅱ」の一環とし
て，公立小学校の１学級をフィールドとして行われ
た。実践にあたっては，まず10月に学校を訪問し，校
長および担任教諭と面談して，学校や対象となる学級
の実態と課題について聞き取りを行った。続いて児童
の実態を把握するため，対象学級の授業や休み時間の
様子を観察した。そして聞き取りや観察の結果を持ち
帰り，大学院の授業において課題検討を行った。さら
にその課題解決に向けた活動を選定し，評価のための
ワークシートの構成を検討した。
　以上については，実践校の選定以外は全て受講生主
体で進められ，検討も受講生全員で行った，
　課題検討では，対象学級は単学級であることもあ
り，児童同士の関係も比較的固定的で，積極的に活動
できる児童とそうでない児童がいることが挙げられ，
他者への上手な働きかけや協力の仕方に課題があるこ
とが指摘された。そこで，「５年生への進級を控え，
高学年として学校生活の中心となって活動してく上で
必要な力を養う」ことをねらいとして，リーダーシッ
プトレーニングを行うこととした。
　トレーニング課題には，集団での課題解決型のワー
クを用いた（図１）。情報紙には「ひみつの指令」が
加えられ，Ｐ型のリーダーシップと，Ｍ型のリーダー
展開 （続き）
◯話合いの中でのそれぞれの役割（秘密の指令）につ
いて知り、それぞれの立場から話合いに取り組ん
だ感想を交流する。
【役割については以下の立場】
・話合いを引っ張るＰとしての立場
・話合いを指させるＭとしての立場
・分かりやすく相手に伝える立場
・話合いの際にＰの役割、Ｍの役割だった班員は誰
かを考えさせる。
・Ｐ、Ｍの立場で話合いに参加した班員から、取り
組んでみた感想をグループ内で交流させる。
・分かりやすく伝える役割だった班員からは、分か
りやすく伝えるために工夫したことについてグ
ループ内で感想を交流させる。
◯Ｐ、Ｍの立場がいる話合いのよさを書く。
◯Ｐ、Ｍの役割と有用さについて知る。
◯Ｐ、Ｍの役割を踏まえて、高学年になったら頑張
りたいことを書く。
〈Ｐの役割〉
・目標を立てたり、みんなで確認したりする。
・言う順番を決める。
・終わりの時間を決め、いつまでに何をする
かを決める。
・意見の食い違いや対立が出たときに、話合
いや考えを整理する。
〈Ｍの役割〉
・みんなが気持ちよく活動できるよう声を掛
ける。
　（例：「話聞いた方がいいよ」「優しく話した
方がいいよ」）
・みんなのやる気を出させる声を掛ける。
　（例：「いい考えだね」「○ちゃんがいないと
困るよ」「○してくれてありがとう」）
・みんなが仲良くできるように声を掛ける。
　（例：けんかを止める、泣いている子に声
を掛ける）
※指導中のＰ、Ｍの役割はPM理論から、下
記のように定義する
　Ｐ機能（Performance function）：みんな
をまとめ、引っ張っていくリーダーシップ
　Ｍ機能（Maintenance function）：優しく
サポートするリーダーシップ
11分 ・全ての立場で話合いに臨んだことに成就感を得ら
れるように、称賛する機会を設ける。
・Ｐ、Ｍの立場がいる話合いのよさを考えることで、
Ｐ、Ｍの良さに気付くことができるようにする。
・児童から出なかったＰ、Ｍの良さについては教師
が知らせる。
Ｐ、Ｍの良さを知り、これからの学校生活に
おいて生かしていこうとする気持ちを抱いて
いる。
【ワークシートへの記述、発言】
まとめ
◯自分の話し合いの取組をふり返る。 ７分 意見交換することで課題を解決できることに気付か
せる。
図２（続き）　小学校学級活動における実践例の指導案
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シップのいずれかの役割が与えられた。
２．４　結果
　受講生が授業者となって，１月に１コマの授業実践
が行われた（図２）。
　活動後には，振り返りのワークシートを記入させ
た（表１）。「話合いを引っぱってくれる人と助けてく
れる人がいる，話合いのよさは何でしょう？」につい
ては，「話し合いがスムーズにすすんだ」「みんないろ
いろてつだってくれて，まとめたりしてくれた」「話
し合いでちょっとけんかしちゃったけどとめてくれて
できた」といった，リーダーシップを意識した記述が
みられた。また「この活動を通して，高学年になった
らどんなことを大切にして活動したいですか？」につ
いては，「こまっている下きゅう生をたすけたりひっ
ぱっていきたい」「みんなにやさしく声をかけたり目
標をたてたことをあきらめずにがんばるリーダー的な
高学年になりたい」「けんかをしていたらとめにいっ
てあげたい」など，ねらいである高学年として学校生
活の中心となる意識が現われた記述もみられた。
　活動の自己評価を５件法で回答させた結果では，
「自分の意見や考えを述べることができたか」，「他の
メンバーの意見や考えを聞くことができたか」，「どの
程度，グループに参加している実感があったか」のい
ずれの項目の平均も高水準であり，一定の成果が認め
られた。また，「他のメンバーの意見や考えを聞くこ
とができたか」については，女子の評価のほうが高い
ことが示された（表２）。
３　実践事例２
３．１　対象
　Ｂ中学校１学年の１学級27名（男子15名，女子12
名）。地域内の４つの小学校から入学してくる，山間
部にある地域唯一の中学校である。全体的には穏やか
な生徒が多く落ち着いているが，他者と上手く接する
ことができない場面もみられている。
表１　活動後の児童の振り返り
話合いを引っぱってくれる人と助けてくれる人がいる、話合いのよさは何でしょう？
　やりやすかった。
　話し合いがスムーズにすすんだ。
　みんなで協力して楽しくできた。
　みんないろいろてつだってくれて、まとめたりしてくれた。
　どんどんわかるようになってきて、とてもスムーズだった。
　自分のいけんをしかりいっていてトラブルにならなかった。
　一人一人がしんけんで、その中で○○くんがひっぱってまとめてくれて話しをまとめてくれたのでスムーズに行けました。
　話し合いでちょっとけんかしちゃったけどとめてくれてできた。
この活動を通して、高学年になったらどんなことを大切にして活動したいですか？
　こまっている下きゅう生をたすけたりひっぱっていきたいです。
　５年生になったらマーチングやいいんかいがはじまるからみんなにほめられるようにがんばりたい。
　みんなにやさしく声をかけたり目標をたてたことをあきらめずにがんばるリーダー的な高学年になりたい。
　けんかをしてたらとめにいったりする。
　低学年のわからないことがあったら自分からひっぱってあげたい。
　かきゅう生のめんどうをやさしく見る。みの周りの事を考える。
　けんかをしていたらとめにいってあげたい。登行はんや、運動会でみんなを引っぱっていきたい。
　みんなにしんらいされてみんなのたすけになる高学年になりたい。
表２　活動後の児童による自己評価
学級 男子（ｎ＝15） 女子（ｎ＝15）
ｔ（df＝28）
平均 SD 平均 SD 平均 SD
自分の意見や考えを述べることができたか 4.23 0.94 4.00 1.00 4.47 0.83 1.39
他のメンバーの意見や考えを聞くことができたか 4.57 0.77 4.33 0.90 4.80 0.56 1.70＊
どの程度、グループに参加している実感があったか 4.60 0.67 4.47 0.74 4.73 0.59 1.09
１：できなかった、５：十分できた、の５件法で回答を求めた。
＊：ｐ＜.05
301学級経営の充実に向けた特別活動の指導法に関する基礎的検討
３．２　時期
　2014年４月～11月
３．３　方法
　第３著者の担任学級で実践が行われた。まず４月に
生徒を対象として質問紙調査を行ない，実態を把握し
た（表３）。その結果，主な学級の課題を⑤⑩⑪⑬の
４点ととらえ，年間の実践計画を立案した（表４）。
このうち本論では，授業①と授業②の２つの授業を取
り上げる。
表４　実践計画と対応する課題
授業テーマ 形態 関連する課題（項目番号）
基礎期①１
４月
学級委員を決める話合い 小グループワークシートの活用 ⑤⑦
２ 生活班を決める話合い 一斉前向き型・ペア司会の手順の提示 ⑤⑦
３ 係を決める話合い 小グループワークシートの事前配布 ⑤⑦⑧
基礎期②
４
５月
学級の課題の解決策を考える話合い 小グループ模造紙 ①②③⑦
５ 学級の課題を出し、解決策を考える話合い 小グループ付箋 ①②③⑥
発展期６ ９月 より良いクラスにするための３つの宣言を考える話合い ワールド・カフェ方式 ⑧⑪
７ 10月 班ごとに課題を解いていく話合い（授業①） 小グループ課題解決型 ④⑨⑫
８ 11月 行動目標を決める話合い（授業②） ワールドカフェ方式 ⑧⑩⑪⑫
表３　生徒のスキルと学級の認知についての質問紙調査結果
４月 ７月 11月
平均 SD 平均 SD 平均 SD Ｆ
①～⑧（個人のスキル）合計 33.42 4.31 35.38 3.14 37.12 3.91 8.029＊＊
⑨～⑬（学級の認知）合計 19.00 4.60 20.38 3.53 21.80 3.63 4.791＊
① クラスで課題に取り組む時、周りの人と協力することが大
切であると思う
4.62 .496 4.85 .368 4.88 .440 2.891＋
② 自分の考えを深めるためには、友達の考えを聞くことが大
事だと思う
4.46 .761 4.85 .368 4.92 .277 5.940＊＊
③ みんなで協力している時は、自分の意見を言うことが大事
であると思う
4.42 .703 4.46 .582 4.88 .440 6.488＊＊
④ 友達と協力することで、困難なことも解決しやすくなると
思う
4.46 .582 4.73 .452 4.76 .663 2.214
⑤ 友達と作業や仕事をする時に、どのようにしたらうまくい
くか分かる
3.58 .945 3.81 .849 4.28 .980 5.098＊＊
⑥ 班やクラスでの活動をする時に、友達の意見を聞きながら
できる
3.96 .824 4.38 .804 4.60 .645 5.929＊＊
⑦ 自分の考えを、全体や班での話し合いの場で言うことがあ
る
3.88 1.071 3.88 .816 4.28 .891 2.471＋
⑧ 班活動などでものごとを進める時は、友達と協力して進め
ようとしている
4.04 .774 4.42 .758 4.52 .653 3.866＊
⑨ このクラスは、クラスの人が協力してものごとに取り組ん
でいる
4.12 .993 4.35 .977 4.52 .918 1.972
⑩ このクラスは、クラスの人の意見や考えを聞こうとする姿
勢ができている
3.77 1.032 3.85 .881 4.48 .714 5.945＊＊
⑪ このクラスは、自分の意見を言える人が多い 3.58 1.206 4.00 .800 4.32 .748 4.405＊
⑫ このクラスは、みんなで考えるべきことは、みんなで協力
して解決している
3.92 1.164 4.19 .981 4.44 .870 2.702＋
⑬ クラスの話し合いに満足している 3.62 1.134 4.00 .938 4.04 1.060 2.000
＊＊：ｐ＜.01，＊：ｐ＜.05，＋：ｐ＜.1
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　授業①では，リーダーシップトレーニングを行っ
た。トレーニング課題には，集団での課題解決型の
ワークを独自に作成した。スキー教室という生徒に
とって関心の高い場面で，実際の教師が登場する設定
として，生徒の興味を引き出すことを意図した。話し
合いに主体的に参加させ，自己の持っている情報や自
分の考えをグループの中で話し，また他者の意見をよ
く聞く活動を通して，協力して課題を解決する力を身
に着けるさせることをねらいとした。
　授業②では，これまでの話し合い活動のまとめとし
て，ワールドカフェの手法を用いて授業を行った。
　本実践で行う合唱コンクールは，直近に行われた校
内文化祭の中のメイン行事であり，生徒の関心もきわ
めて高い。どの生徒も自分たちの行ってきた練習の成
果に手ごたえを感じていることから，一連の練習にお
いて「誰の」「どのような行動」が成果に結びついた
のか，自他の行動を話し合い共有することとした。合
唱の成功体験をベースにしながら，今後の学級の在り
方について考えさせ，行動目標を立てる力を身に着け
させることをねらいとした。
３．４　結果
　まず授業①の展開部分について図３に示す。始まる
とどの班も活発に話し合い課題解決に向けて協力して
いる様子が見られた。課題解決に貢献した点について
の振り返りでは「話し合いを進めてくれる人がいたか
ら」「自分の意見を言えたから」「みんなが話を聞いた
から」などが挙げられ，課題解決に至らなかった班か
らは「話が最後まで聞けなかった」，「誰かが話してい
る途中で遮ってしまった」などが挙げられた。
　次に授業②の展開部分について図４に示す。ワール
ドカフェは参加者の主体性を引き出すことを強く意識
した手法であり，話し合いの最中の介入は最小限にと
どめられるのが一般的であるが，本実践ではファシリ
過程 児童の活動 時間 支援及び留意点
導入
◯アイスブレーキングを行う
　「キャッチ」を行う
　２人１組からはじめ、最後は班員全員で行う
５分
・片手と両手とで行い、２人１組から始める。次に
グループ全体で行うことで、本時の活動に入りや
すくする。
展開
◯集団での課題解決ワークを行う
　「おもしろスキー教室」
①課題、ルールの説明
〈課題〉
あなた方の課題は、班として３つの課題を解
決することです。そのために必要な情報は、
すべて情報紙の中にあります。各情報紙には、
部分的な情報しか書かれていませんが、全員
の情報を集めると、課題を解決することがで
きます。
②活動の実施
③各グループの結果と正解の発表
３分
　　　　　　　　　　　　
25分
　　　　　　　　　　　
５分
・各班に、人数分の情報紙を配布する（課題解決の
手がかりとなる情報は、一人あたり１枚の情報紙
にまとめられ、箇条書きされている）
・情報紙が配られたら、静かにその内容を確認する
ように指示する。
・ルールとして、以下を提示する
〈ルール〉
・各自が持っている情報は口頭で伝える
・ワークシートは絵や単語などをメモした
り、関係を図式したりして、グループ活動
に有効になるように使用する
・他の人が持っている情報紙を見たり、自分
の情報紙を他の人に渡したり、見せたりす
ることはしない
・情報紙の文章をワークシートにそのまま丸
写しすることはしない
・話し合いがうまく進められないグループには、話
し合いを進める人、ワークシートに書き込む人な
どの役割を決めるよう助言する。
まとめ
◯活動の振り返り
○インタビューとコメント
10分 ・ワークシートに記入されたものをピックアップ
し、個人の気づきを全体の学びにできるようにす
る。
・生徒が発表した感想には共感できる立場でコメン
トを返すことで、本時を通して感じた思いを大事
にできるようにする。
図３　中学校学級活動における実践例の指導案（授業①）
303学級経営の充実に向けた特別活動の指導法に関する基礎的検討
テーター役の教師が積極的に生徒に働きかけ，協働的
に話し合いを行った。
　例えばラウンドテーマ②において，模造紙に「まと
まりのあるクラスになる」と記入していた生徒には
「具体的にはどういうクラスなの？」と問いかけ，生
徒が「助け合うクラス」と応えると，続けて「どうい
う時に，何をすることが助け合うということなの？」
「合唱は助け合ったと思うけど，助け合うってどんな
ことなんだろうね？」などと質問を続け，生徒たちが
話し合いの方向性を見定めることができるよう助け
た。また，話題が広がり，内容が学習のことになると
「どうしたらテスト勉強をしようと思えるだろうね？」
「どういう風に声をかける？」「頑張れって言って，勉
強を頑張ろうと思うかな？」などと，生徒が具体的に
自らの行動場面を思い浮かべられるように助けた。
　ラウンドテーマ③においても，話し合いに積極的に
関わった。特に，グループのなかで一つの結論を得る
ことが目的ではないことを強調した。やりたいこと
やできることは一人一人違うのが当然なので，無理に
意見をまとめようとしないよう支援をした。特に話し
合いが後半になるとどうしてもまとめようとする意識
が出てきてしまうため「一人一人違っていいんだよ」
「いろいろな意見がでたらまとめる必要はないよ」と
声を掛けた。
　話し合い後の振り返りでは，これまで話し合いに消
極的であった生徒から「こんなことしたら何か言われ
るのではないかと思わずに，何にでも挑戦する」と
いったコメントがあるなど，生徒が前向きな思いを持
過程 児童の活動 時間 支援及び留意点
導入
◯本時の課題の発表・確認
◯ワールドカフェの手順や注意点についての確認
５分
・本時の最終的な目標は「行動目標を決める」ことで
あることを伝え、それを決めるために話し合いを
行うことを伝える。
・ダイアログな話し合いであることを伝え、同じ合
唱練習を経験していても、多様なとらえ方がある
ことを伝え、競争的な話し合いにならないように
伝える。
展開
◯班に分かれて話し合いを始める。
ラウンドテーマ①（10分程度）
「合唱を成功に導いた理由は、何だと思いますか」
テーブル移動（席替え）
ラウンドテーマ②（10分程度）
「『成功に導く行動や考え』が、これからさらに発揮
されるとしたら、クラスは、どうなっていくと思い
ますか」
テーブル移動（席替え）
ラウンドテーマ③（10分程度）
「幸せなクラスを実現するために、あなたがこれか
らできることは何でしょうか」
35分 ・模造紙や付箋は自由に使ってよいことを伝える。
・話し合いの注意点（カフェ・エチケット）として、
次の点を伝える。
〈カフェ・エチケット〉
・テーマに集中して学びましょう
・あなたの考えを積極的に話しましょう
・話はなるべく短く、簡潔に
・相手の話に耳を傾けましょう
・出された意見をつなぎ合わせてみましょう
・模造紙には積極的に書き込みましょう
・会話を楽しんでください
・話している途中で強制的に話し合いが終了しない
よう、終了の合図はやわらかに伝える。
・各テーブルで、テーブルホストを決め、テーブル
の移動の際にはホスト以外の人が動くように指示
する。
・話し合いの中でなかなか発言できない生徒には、
他者の発言をしっかりと聞き、頭の中で考えをま
とめることも参加の１つであることを伝える。
まとめ
◯クラス全体で話し合いの成果を共有する
○「行動目標」を決め、ワークシートに記入する
10分 ・各班の模造紙を黒板に張り出し、他の班の話し合
いの成果を見て回り、自分の行動目標が決まった
生徒から席に戻り記入させる。
・時間内に決められない生徒には、無理に決めさせ
ることはせず、時間をかけてできることを考える
ように伝える。
・記入した行動目標は掲示し、実行できているかど
うか振り返りを行っていくことを伝え、実際に実
行できる内容で考えられるようにする。
図４　中学校学級活動における実践例の指導案（授業②）
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つことができた様子が伺えた。
　授業②の終了後（11月）に，４月と同項目の質問紙
調査を行った。その結果，「個人のスキル」，および
「クラスの認知」のいずれも４月時点と比較して向上
していることが示された（表３）。「個人のスキル」で
は，「自分の考えを深めるためには友達の考えを聞く
ことが大事だと思う」「みんなで協力している時は，
自分の意見を言うことが大事だと思う」「友達と作業
や仕事をする時に，どのようにしたらうまくいくか分
かる」「班やクラスでの活動をするときに，友達の意
見を聞きながらできる」「班活動などでものごとを進
める時は，友達と協力して志々目陽としている」が，
「クラスの認知」では「このクラスは，クラスの人の
意見や考えを聞こうとする姿勢ができている」「この
クラスは，自分の意見を言える人が多い」において有
意な向上がみられた。
４　考察
　本報告では小学校と中学校の学級活動の実践例を報
告した。児童生徒の実態を把握し，学級の課題を見出
したうえで，その課題に対応した活動を計画している
点は共通しており，いずれも学級経営の充実に向けた
アプローチであると言える。
　今回採用した，情報紙を用いた集団での課題解決
は，比較的取り組みやすく，初期のグループ学習に向
いているとされる11）。全員が話し合って課題を解決す
ることが求められ，積極的な交流が促されるという点
で，児童相互の良好な人間関係形成の視点では効果的
な活動の一つである。
　また，全員の協力があって課題解決したという体験
が，自己有用感を高め，グループによる他の活動への
動機づけを高めることも期待できる。すなわちグルー
プ活動のトレーニングとして，学級での話し合い活動
だけでなく，他教科等の学習活動全般でのグループ学
習の導入として用いることも考えられる。
　このように，本体の活動と並んで，それに先立って
活動に必要なスキルをあらかじめトレーニングしてお
くことは学習領域の一つとして位置づけられており
12），懸川13），14）はこのトレーニング過程と本体の活動
とを円環的に組み合わせた体験過程をモデル化したピ
ア・サポートモデルを提案している（図５）。
　このモデルでは，まず本体の活動に先立って，それ
に必要な知識やスキルを体験的な課題を通して学習さ
せる「トレーニング」があり，その体験で得た実感や
感想を踏まえて本体の活動にあたって個々人の目標を
定める「個人プランニング」を行なう。続く本体の活
動（サポート活動）では，各人は個人プランニングを
意識しながら実践を行ない，活動を通して得た気づき
を「スーパービジョン」で振り返り，次のステップへ
と活かすことになる。この４段階を循環させること
で，持続的に成長可能な体験過程を得ることができる
というものである。
　このように個人的な体験をマネジメント過程として
捉え，それを児童生徒に意識させることで，活動の目
的や意義を分かりやすく，はっきりと捉えさせること
ができ，かつ個々人に応じた目標設定が行われてい
る点で意欲を引き出しやすく，取り組みやすいものに
なっている特徴がある。振り返りにおいても，自分で
立てた目標であるため達成の度合いを自覚しやすく，
成長や自信に繋がりやすい特徴がある。
　さらにこのモデルは，個人レベルのマネジメント過
程だけでなく，集団（グループ）活動のマネジメント
過程にも重ね合わせることができる。指導要領に示さ
れた学級活動の学習過程例では，問題の発見・確認，
解決方法等の話し合い，解決方法等の決定，決めたこ
との実践，振り返り，の順で示されている15）。トレー
ニング活動を「問題の発見・確認」に位置付けたり，
トレーニング活動を事前活動と位置付け，問題の発見
と確認のための話し合い活動を改めて行うことも考え
られる。本報告の小学校での実践では，高学年として
学校生活の中心となって活動してく上で必要なリー
ダーシップ力を養うことが活動のねらいであったが，
本時をトレーニングと個人プランニングとらえ，次の
図５　ピア・サポートモデル（懸川，2002；2009）
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本体の活動の過程（問題の発見・確認を含めた一連の
過程）に繋げていくことが考えられる。本実践は１時
間のみの授業であったため本体の活動（例えば下級生
と一緒に行う縦割り活動や行事など）を想定できな
かったが，適切な本体の活動を設定することができれ
ば，児童にとって目的意識がより明確なものとなるこ
とが予測される。
　一方，中学校での実践においては，計画における最
後の授業（授業②）は，よりよいクラスを作るための
行動目標を決めるというものであった。単に自分の目
標を立てるということではなく，あるべきクラスの姿
を考え，クラスのための目標を個人ごと考えるという
活動であり，生徒にとっては難しい活動と言える。と
もすると実感が伴わない活動となってしまい，抽象的
な目標にとどまったり，参画意識を引き出せないとい
う懸念があった。
　そこで本実践では，前時（授業①）において集団で
の課題解決（おもしろスキー教室）を行うとともに，
本体の授業（授業②）ではカフェ形式の話し合いであ
りながら，教師が積極的に話し合いに介入するという
２つの試みを行った。
　授業①を取り入れた試みについては，授業②を本体
の活動としたトレーニングと個人プランニングと位置
づけることができる。体験を通して，協力の大切さに
気付き，他者への上手な働きかけ方や，話の聞き方，
そしてグループや集団の一員としてどう振る舞い，何
に気を付けたらよいのかなど，自身の反省点や課題を
見いだせれば，それがよりよいクラスについて考える
ことへの動機づけを高めることに繋がり，クラスのた
めの行動目標を考えるという難しい課題も効果的に進
めることができた。すなわち個人レベルでのマネジメ
ントを意識させることが，集団レベルでのマネジメン
トの参画意識を高めることができた。
　もう１つの試みである，教師が積極的に話し合いに
介入した点については，話し合いの方向性を示した
り，質問を重ねてさらに考えを引き出したり，よいと
ころやよくできたところ，頑張ったところなど，肯定
的で前向きなところに焦点を当てるように働きかけた
ことである。これは肯定的な働きかけ（Appreciative 
Inquiry）による対話手法５），16）としても知られてお
り，今回もお互いのよさや長所，強みを積極的に引き
出すことで参画意欲を高め，クラスに対する自分の貢
献について考えさせる動機づけとなった。
　小林17）は，総合的学習の時間の検討のなかで，ピ
ア・サポートモデルにおける問題解決過程としての活
動の特徴を示しながら，ピア・サポートモデルが問題
解決能力の育成の一手段になりうることを示してい
る。また，池島ら18）はピア・サポートを活かした協
働学習によって「声を掛け合うことが多くなり，お互
いに教えあう場面がしばしば見受けられるようになっ
た」，「お互いに尊重しあう思いやりのある言葉がけに
変化していった」とその効果を示している。これら
は，集団生活において課題を主体的に見いだし，対話
や交流を通して考えを発展させ，課題の設定から振り
返りまでの一連の課題解決活動を繰り返すという特別
活動の指導を考える上においても有用であり，同じく
特別活動に求められる，良好な信頼関係や人間関係を
育てること，いじめの未然防止等を含めた生徒指導と
の関連にも繋がることが予測される。
５　まとめ
　本報告では，学級経営の充実に向けた特別活動の指
導法に関して基礎的な検討を行うことを目的として，
古屋ら２），３）による心理教育的集団リーダーシップ訓
練プログラムを学級活動に応用し，対話型アプローチ
とグループワークを取り入れた実践を２例報告した。
小学校の事例では第４学年を対象に集団による課題解
決（グループワーク）を行った。中学校の事例では第
１学年を対象に，集団による課題解決と，ワールドカ
フェ形式の話し合いを含む実践を行った。いずれの実
践においても，児童の成長が伺えるものであった。本
報告をふまえ，特別活動の実践にピア・サポートモデ
ルを当てはめて検討することの有用性について議論し
た。
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